
歴
史
・
思
い
・
未
来
を
紡
ぐ

義
務
教
育
学
校

～
塩
尻
市
立
楢
川
小
中
学
校
の
開
校
に
向
け
て
～

１．小学６年生から中学１年生に進級する時の負担が軽くなる
　　（中１ギャップの解消）
　９年間同じ校舎で学ぶことができ環境の変化が少ないため、中学校へ
進級する時に生じる、教育環境や授業内容が大きく変わることにより新
しい生活になじめず、不登校などの要因となる「中１ギャップ」の解消
が期待されます。

２．前期課程で教科担任制が採用でき、専門的な授業を受け
　　られる
　長いスパンで教育方針を検討できるので、学校の方針に合わせて柔軟
にカリキュラムを組めます。一般的に、小学校では学級担任がすべての
授業を受け持ちますが、音楽や理科などを中学校の教科担任が受け持つ
ことにより、専門性の高い授業を早期に受けることができます。

３．子ども同士が交流しやすく刺激し合える
　１年生～９年生の子どもたちが同じ校舎で過ごすことになるため、異
なる学年同士の交流機会が多く生まれます。こうした関わ
りから、上級生の責任感や、下級生の目標の明確化などの
効果が発生すると考えられます。

　
令
和
４
年
４
月
か
ら
開
校
す
る
義
務
教
育
学
校

の
「
楢
川
小
中
学
校
」。
小
・
中
学
校
教
育
と
の

違
い
や
、
義
務
教
育
学
校
が
広
げ
る
可
能
性
な
ど

に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

教
育
総
務
課
教
育
企
画
係

☎
０
２
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２
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線
３
１
１
１

問

新
た
な
学
校
種
の
義
務
教
育
学
校

　
義
務
教
育
学
校
と
は
、
平
成
28

年
施
行
の
「
改
正
学
校
教
育
法
」

で
設
置
可
能
と
な
っ
た
新
た
な
学

校
種
で
す
。
市
で
は
、
令
和
４
年

度
か
ら
木
曽
楢
川
小
学
校
と
楢
川

中
学
校
が
統
合
し
、
義
務
教
育
学

校
で
あ
る
「
楢
川
小
中
学
校
」
と

な
り
ま
す
。
小
学
校
の
６
年
間
と

中
学
校
の
３
年
間
の
合
計
９
年
間

を
一
つ
の
学
校
と
し
、
一
貫
し
た

教
育
を
実
施
し
ま
す
。
文
部
科
学

省
に
よ
る
と
、
令
和
２
年
５
月
１

日
現
在
、
全
国
で
は
１
２
６
校
が

開
校
し
て
お
り
、
県
内
で
は
４
校

目
と
な
り
ま
す
。

小
・
中
学
校
と
の
違
い

　
小
・
中
学
校
と
の
違
い
は
、
１

人
の
校
長
の
も
と
で
、
教
職
員
が

９
年
間
を
通
し
て
同
じ
教
育
方
↘

針
と
教
育
目
標
を
持
ち
、
共
通
理

解
の
上
で
教
育
が
で
き
る
と
い
う

点
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
授
業
内

容
の
前
倒
し
な
ど
、
学
年
の
区
切

り
に
と
ら
わ
れ
ず
、
小
・
中
学
校

の
枠
を
超
え
た
柔
軟
な
教
育
活
動

を
実
施
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り

ま
す
。

　
ま
た
、
小
学
校
６
年
間
を
「
前

期
課
程
」、中
学
校
３
年
間
を
「
後

期
課
程
」
と
区
分
し
な
が
ら
も
、

同
じ
校
舎
で
学
校
生
活
を
送
る
と

い
う
違
い
が
あ
り
ま
す
。（
３
ペ
ー

ジ
～
小
・
中
学
校
と
義
務
教
育
学

校
の
教
育
制
度
の
違
い
～
を
参

照
）。
他
学
年
と
の
交
流
の
幅
が

大
き
く
広
が
る
た
め
、
下
級
生
は

上
級
生
の
模
範
的
な
姿
か
ら
学
ぶ

こ
と
が
期
待
さ
れ
、
上
級
生
は
下

級
生
に
教
え
る
機
会
が
増
加
す
る

こ
と
か
ら
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の

発
揮
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
↖

～義務教育学校のメリット～

-　特集　-

2



10年後、20年後も
地域に残り続ける学校へ

義務教育学校にすることで
ここが変わる！

楢川地区義務教育学校
開校準備委員会

会長　橋戸　勝さん

　楢川地区は、人口減少に伴い子ども
の数も減少しています。このような状
況の中で、平成28年に地区住民を対象
に、学校の在り方に特化したアンケー
トを実施しました。アンケート内では、
「校長１人の小中一貫校体制で、子ど
もたちに安定した教育を受けてほし
い」という声が多く挙がりました。
　その結果、令和元年度に楢川地区義
務教育学校開校準備委員会を設立しま
した。開校準備委員会は、木曽楢川小
学校と楢川中学校の校長をはじめ、教
育関係者、楢川地区住民などで構成さ
れており、８班に分かれて義務教育学
校開校に向けた準備が始まりました。
　新しい制服や身に着ける物の検討を
していた班では、現在、中学３年生が
主体となって校章のデザインなどの検
討を進めています。準備に関わっても
らうことで今年度卒業する子どもたち
の思いも記念として残るのではないで
しょうか。
　楢川小中学校は、来年度から始まり
ます。子どもたちには、ここでの学び
を通して地域の魅力を知り、地域を誇
りに思えるようになってほしいです
ね。そして10年後、20年後も地域に残
り続ける学校となってほしいです。

楢
川
小
中
学
校
が
目
指
す
姿

　
来
年
度
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学

年
の
呼
び
方
は
１
年
生
か
ら
９
年

生
と
な
り
、学
校
教
育
目
標
に「
楢

川
か
ら
未
来
に
は
ば
た
く
」
を
掲

げ
、
未
来
を
紡
ぐ
新
し
い
学
校
像

を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
楢
川
小
中
学
校
は
、
地

域
と
と
も
に
児
童
・
生
徒
を
育
て

る
仕
組
み
作
り
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。
楢
川
地
区
に
は
奈
良
井
宿
や

木
曽
漆
器
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
教

育
素
材
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
魅
力

を
地
域
の
人
た
ち
か
ら
学
び
な
が

ら
積
極
的
に
外
部
に
発
信
す
る
こ

と
で
、
過
去
か
ら
現
在
を
学
び
未

来
を
切
り
開
く
力
を
持
つ
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 ７年 ８年 ９年

入学 卒業

前期課程 後期課程

○義務教育学校の場合（楢川小中学校）

～小・中学校と義務教育学校の教育制度の違い～

　楢川小中学校の開校に向けて木曽楢川小学校
校舎の増改築工事や体育館の改修を進めています

新しい制服

1 年 2 年 3 年

卒業

中学校

入学

○小・中学校の場合

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

入学

小学校

卒業



義
務
教
育
学
校
と
し
て
の
楢

川
小
中
学
校
設
立
を
進
め

た
き
っ
か
け
や
、
楢
川
地
区
だ
か

ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
、

楢
川
中
学
校
の
下
島
弘
子
校
長
に

お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

楢
川
の
思
い
を
紡
ぐ
学
校
へ

　
「
楢
川
小
中
学
校
で
９
年
間
学

ん
だ
子
ど
も
た
ち
が
、
一
人
ひ
と

り
志
を
持
っ
て
卒
業
し
て
ほ
し

い
」。
義
務
教
育
学
校
開
校
に
向

け
た
準
備
は
、
教
職
員
や
保
護
者

の
そ
ん
な
思
い
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
木
曽
楢
川
小
学
校
・
楢
川
中

学
校
に
関
わ
る
す
べ
て
の
人
の
思

い
を
紡
ぎ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
締
め
く

く
り
を
行
う
べ
く
、
児
童・生
徒・

教
職
員
・
地
域
の
人
な
ど
、
学
校

に
関
わ
る
す
べ
て
の
人
が
協
力
し

て
、
新
し
い
学
校
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。

伝
統・歴
史
を
学
び
誇
り
に

　

楢
川
地
区
は
、
奈
良
井
宿
や
木

曽
漆
器
な
ど
の
観
光
産
業
や
、
伝

統
野
菜
な
ど
特
色
が
豊
富
で
、
子

ど
も
た
ち
が
学
べ
る
素
材
に
あ
ふ

れ
て
い
ま
す
。
地
域
に
つ
い
て
学

ぶ
こ
と
で
、
そ
の
魅
力
を
自
身
で

発
信
す
る
力
が
身
に
付
き
ま
す
。

　
ま
た
、
楢
川
地
区
で
は
、
多
様

な
人
が
集
ま
る
観
光
地
と
い
う
側

面
か
ら
、
木
曽
漆
器
の
伝
統
や
、

宿
場
町
・
漆
工
町
と
し
て
の
歴
史

な
ど
か
ら
ふ
る
さ
と
を
誇
れ
る
心

を
高
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
奈
良

井
宿
を
訪
れ
た
外
国
人
と
英
語
で

会
話
す
る
な
ど
、
身
近
な
と
こ
ろ

で
グ
ロ
ー
バ
ル
な
活
動
が
で
き
る

こ
と
も
魅
力
で
す
ね
。
こ
の
よ
う

な
地
域
と
の
つ
な
が
り
が
子
ど
も

た
ち
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確

立
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
に
は
、地
域
の
人・

も
の
に
接
し
、
学
び
な
が
ら
郷
土

を
愛
し
、
誇
り
に
思
え
る
児
童
・

生
徒
に
育
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
そ

し
て
、
大
人
に
な
っ
た
時
に
９
年

間
を
思
い
出
と
し
て
語
れ
る
よ
う

な
楢
川
小
中
学
校
時
代
を
過
ご
し

て
ほ
し
い
で
す
ね
。

楢川中学校　下島　弘子 校長

児童会長 & 生徒会長 Interview

楢川中学校生徒会長
山岸　結さん（贄川）

　全校児童で楽しめるように、校
舎内で宝探しや学校クイズを実行
しました。７年生になることは、
不安より楽しみな気持ちが大きい
です。１年生から９年生まで幅が
ありますが、より深く交流してい
きたいです。

　現在の中学３年生は、義務教育
学校が開校される前に卒業となっ
てしまいます。ですが、これから
は９学年制の強みを生かして、学
年の垣根を超えた交流をし、地域
活性化につながる学校になってほ
しいと願っています。

地域活性化に貢献できる学校へ進級し、より深く交流したい

木曽楢川小学校児童会長
宮原　大輔さん（木曽平沢）

楢
川
小
中
学
校
の

ミ
ラ
イ

９
年
間
を
思
い
出
と
し
て

語
れ
る
学
校
生
活
を
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義
務
教
育
学
校
化
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
変
化
す
る
こ
と

や
課
題
に
つ
い
て
、
木
曽
楢
川
小

学
校
の
山
本
秀
樹
校
長
に
お
話
を

聞
き
ま
し
た
。

新
し
い
発
見
や
ア
イ
デ
ア
に

つ
な
が
る

　

義
務
教
育
学
校
に
す
る
こ
と
で
、

子
ど
も
も
教
職
員
も
多
様
性
を
身

に
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
例

え
ば
、
上
級
生
は
小
さ
い
子
ど
も

と
の
関
わ
り
か
ら
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
の
経
験
を
積
む
こ
と
が
で
き
、

下
級
生
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
上
級

生
を
身
近
に
感
じ
、
年
齢
の
幅
を

超
え
た
感
覚
を
受
容
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　
一
方
、
教
職
員
は
、
子
ど
も
の

発
達
段
階
に
応
じ
た
柔
軟
な
指
導

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
現

在
、
小
・
中
学
校
そ
れ
ぞ
れ
の
特

性
や
良
さ
に
合
わ
せ
た
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
枠
組
み

を
外
し
、
教
職
員
同
士
が
指
導
の

手
段
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
新
し

い
発
見
や
ア
イ
デ
ア
に
つ
な
が
る

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
同
士
で
考
え
解
決
へ

　

課
題
は
、
小
学
校
の
中
で
最

上
級
生
で
あ
っ
た
小
学
６
年
生

が
、
最
上
級
生
で
な
く
な
る
こ
と

で
す
。
７
～
９
年
生
が
い
る
こ
と

に
よ
り
、
上
級
生
と
し
て
の
自
覚

が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
危

惧
さ
れ
ま
す
。
課
題
解
決
の
た
め

に
、
４
～
９
年
生
で
発
足
さ
れ
る

「
児
童
生
徒
会
」
で
の
６
年
生
起

用
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
、
困
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
教
職

員
に
質
問
し
て
い
た
と
こ
ろ
を
、

少
し
上
の
友
達
に
助
け
て
も
ら
う

な
ど
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
問
題

解
決
す
る
姿
が
見
ら
れ
る
こ
と
に

期
待
し
て
い
ま
す
。

　
楢
川
小
中
学
校
で
学
ん
だ
こ
と

が
、
大
人
に
な
っ
て
も
さ
ま
ざ
ま

な
場
面
で
、
物
事
を
考
え
る
ベ
ー

ス
と
な
っ
て
も
ら
え
た
ら
と
て
も

う
れ
し
い
で
す
。

木曽楢川小学校

山本　秀樹 校長

９
年
間
の
学
習
が
、思
考
の

ベ
ー
ス
に
な
っ
て
ほ
し
い

　長野県下 4校目となる義務教育学校
が令和 4年度にスタートします。楢川
地区の皆さんが主体となり、「歴史を
紡ぐ」「思いを紡ぐ」そして「未来を
紡ぐ」新しい学校像を目指して、学校
職員、市教育委員会とともに準備会を
重ねながら開校に向けて準備を進めて
います。

　ゆくゆくは小規模特認校制度（市内
他学区からの通学を認める制度）の適
用を視野に入れながら、確実な歩みを
進めていきたいです。
　小規模校だからこそできるきめ細や
かさと大胆さで先進的実践を紡ぐ、義
務教育学校の楢川小中学校になること
を期待します。

小規模校の強みを生かした義務教育学校へ
教育長　赤羽　高志

地域も学校活動に参画し、PTCA（Parent Teacher Community Association）に
　従来の PTA（Parent Teacher Association）は義務教育学校化に伴い「PTCA」となり、保護者・教職員
だけでなく地域（Community）も学校活動に参画します。PTCA 活動を通して、保護者はもちろん、地域の
皆さんと支え合い、地域とともにある学校を目指します。

　来年度から始まる児童生徒会で、何をする
か、小学生と中学生が話し合う様子

- 特集 -
歴史・思い・未来を紡ぐ義務教育学校
～塩尻市立楢川小中学校の開校に向けて～


